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【表】 

 
【裏】 

 

「みみカード」を改訂しました！ 

 

「みみカード」 

本校を卒業する児童生徒や転出する児童生徒に対して「みみカード」を配付しています。障害者

手帳にはさみ、いつでも見られるよう両面刷りのコンパクトサイズです。在学中にも聞こえについ

て学習しますが、卒業後、時間が経つと曖昧になることもあると思うので、確認がいるときなどの

助けとしてください。自分の聞こえの状態（オージオグラム）や補聴器、人工内耳のカルテなど在

学中に書き込んだ後、障害者手帳に入れて常に携帯し、困ったときにはまず、この「みみカード」

を見て有効に活用してほしいと思います。 

 

 



〈冬の補聴器・人工内耳に注意しましょう！〉 

〇 結 露・・・冬場は外気との温度差が大きいので、結露が生じやすくなります。     

        補聴器が聞こえないと思ったときは、まずは電池の確認をして、 

チューブに水分が入っていないかどうかも確かめてください。 

チューブの中に少しでも水分があると、音が出なくなりますので、 

もし、水分が入っていたら、こよりなどで吸い取ってください。 

 

〇 熱  ・・・補聴器や人工内耳は熱に弱いので、ストーブの近くなど高温になるとこ 

ろには置かないようにしましょう。人工内耳の人は、対外装置を外して 

いるときも注意が必要です。人工内耳の体内装置の入っている部分をカ 

ーペットやこたつに直接当てて高温にしないようにしましょう。  

 

○ 静電気・・・冬は空気が乾燥して静電気が起きやすいです。静電気で人工内耳のマップ 

      （プログラムの内容）が壊れることがあり、その場合は、再度、病院で調 

整が必要になります。また、補聴器も人工内耳と同様「精密機械」なので、 

静電気で壊れることがあります。 

プラスティック製の滑り台や人工芝の草スキーは静電気が起きやすいので、 

補聴器や人工内耳を外して遊びましょう。 

 

静電気の対処法は・・・？ 

 

〇 静電気の起こりにくい環境にしましょう。 

   湿度を２０％以上にしましょう。 

暖房を入れるときは霧吹きを使ったり、加湿器を使ったりしながら乾燥に 

注意しましょう。 

 

〇  静電気の起こりにくい服装を心がけましょう。 

下図を参考に、ナイロンとウールを重ねて着ると静電気が起こりにくいのですが、 

アクリルとレーヨンの場合は重ねて着ると静電気が起こりやすくなります。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

〇  静電気を逃がしましょう。  

冬の季節は静電気がたまり（帯電し）やすく、金属等に触れると静電気が逃げる（放電）ので、 

人工内耳や補聴器を触るときは金属等に触れてからにしましょう。 

○+  
離れた素材ほど静電気が起こりやすい 
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